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「ありあわせ
  の物でママ
　昼食」

●赤ちゃん 当時生後３か月
●パパ 会社員（30歳）
●ママ 会社員（27歳）育児休業中
●授乳方法 母乳中心ときどきミルク

「ふりかえってみると、この頃は毎晩夜泣きが
続いて、精神的にも肉体的にも一番辛かった。
夜中に子供がどんなに泣いていても、パパは隣
でぐっすり。あーこんなことがいつまでつづく
んだろうかと泣きたくなった」（ママ談）

赤ちゃんの個性も様々で
まとめて眠れる赤ちゃん
もいれば、なかなか眠れ
ない赤ちゃんもいる。
おむつのとり替えやおっ
ぱいが３～４時間ごとに
あって、あとはスヤスヤ
眠ってくれるなら比較的
楽なのだが……。

先輩ママたちの声から
「とにかく抱っこしていな
いと泣くので、夜中に最
長２時間抱っこした。そ
れも立ってゆらしてあげ
ないとダメ。このままじゃ
自分が過労で倒れると思
い、夜中は夫婦交代でみ
ることにした」

「週一回、せめて1、2時間
でいいから、子供と離れ
て一人になりたいと思っ
た。夫は会社という逃げ
場があるけど、専業主婦
にはそれがない。息がつ
まりそうだった」
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★病産院や保健センターなどで開催している。開催日は平日が多いが、土曜日に行うとこ
　ろもある。出産・育児に関するビデオ上映、講習等のほか、赤ちゃんの人形を使っての
　沐浴（もくよく）などの体験ができるので、初めて親になる人はぜひ参加を。
　予定日が近い友人をつくる良いチャンスでもある。
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　ろもある。出産・育児に関するビデオ上映、講習等のほか、赤ちゃんの人形を使っての
　沐浴（もくよく）などの体験ができるので、初めて親になる人はぜひ参加を。
　予定日が近い友人をつくる良いチャンスでもある。
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定期健診
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●日数の数え方：最後の生理が始まった日を0週0日として、40週0日（満280日）が出産予定日

20週から
　23週まで

妊娠中は清潔を心がけ、なるべくやさしくするようにし、無理な姿勢やおなかに力が入る
姿勢は避けよう。一般に妊婦は、性生活がわずらわしくなる傾向があるようだ。逆に夫が
神経質になりすぎてしまうことも。妻の気持ちと体調を察し、いたわりの気持ちをもって。

父 親 の 雑 学
「妊娠中の性生活」13

●
里
帰
り
出
産
の
場
合
は
、
早
め
に
医
師
と
相
談
し

　32
週
か
ら
34
週
頃
を
目
安
に
里
帰
り
す
る
。
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第３期（胎盤が出るまで）
５～30分
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と
短
い
呼
吸
法
）

出生届の届出人は、原則として父または母親。届出書に医師・助産師の署名・押印をもらっ
て、本籍地・住所地・出生地のいずれかの区市町村役所の戸籍課へ提出。母子健康手帳と
印鑑を持参。必ず14日以内に。

父 親 の 雑 学
「出生届の出し方」

第１期（陣痛が10分おきから子宮口が10cmに開くまで）
初産婦10～12時間　経産婦４～５時間

院
入

。
す
ご
過
で）
室
痛
陣
（室
機
待
ん
べ
分

強
に
々
徐
は
痛
陣

が
裕
余
だ
ま
は
間
合
の
痛
陣
、
が
く

。
る
あ

。
す
ご

く
短
が
隔
間
く
強
ん
ど
ん
ど
は
痛
陣

。
る
な

。
る
切
り
乗
を
痛
陣
で
ど
な
法
吸
呼

径
直
が
口
宮
子

　
　

。
く
開
に
全
完
と

）
大
開
全
（

供
子

カ
レ
ン
ダ

（出産当日）

10
cm

●●●●●●●

分娩開始子宮口全開

●

）
室
痛
陣
（室
機
待
ん
べ
分、
も
て
く
な
し
を
産
出
い
会
ち
立

な
か
は
院
産
病
る
き
で
が
と
こ
う
添
き
付
に
妻
が
夫
で
ど
な

間
時
い
長
の
で
ま
る
入
に
室
ん
べ
分
。
る
あ
り

ま
励
を
妻
、

。
だ
切
大
も
て
と
は
割
役
る
え
支
し

！
う
ろ
切
り
乗
を
産
出
て
せ
わ
あ
を
力
で
人
二

●

。
う
よ
し
に
う
よ
る

●

。
い
多
が
と
こ
む
痛
く
ど
ひ
が
腰
、
は
中
痛
陣

。
い
多

14

次
の
よ
う
な
時
に
い
よ
い
よ
入
院
と
な
る
。
あ
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
対
応
し
よ
う
。

●
子
宮
の
収
縮
（
陣
痛
）
が
1
時
間
に
6
回
程
度
（
10
分
お
き
）
に
な
っ
た
と
き
（
分
べ
ん
開
始
）

●
破
水
し
た
と
思
わ
れ
る
と
き

　

妊
婦
・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
体
調
、
出
産
予
定
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
、
受
入
れ
体
制
等
、
個
別
性

が
高
く
総
合
的
な
判
断
が
必
要
。
我
が
家
の
場
合
は
ど
う
か
。
考
え
て
み
よ
う
。

父 親 の 雑 学
「安全な出産」

今やいろいろな出産方法があり、「自分達らしいお産」として選択できるようになった。そ
の大前提となるのは「安全な出産」。母子の異常の早期発見や緊急時に適切な対応ができる
よう、妊婦健診を受診し、医師や助産師の立会いのもとで出産しよう。



第３期（胎盤が出るまで）
５～30分

　　第２期（全開大から出産まで）
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よ
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る
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う
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お
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●

。
い
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ら
い
違
大
は
で
と
い
な
と
る
あ
が
れ
こ
。
う
よ
け

発露（もう赤ちゃんの頭
　　　　はひっこまなくなる）

誕　生後　産
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を
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が
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査
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児
月
か

）
る
め
じ
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食
乳
離
（

●空欄に、「はじめて……した日」など記入しておくと、あとで記念になる

●

活
生
性

る
す
娠
妊

性
能
可

こ
る
あ
が

。
く
な
れ
忘
お
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と
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こ
起
に
前
の
そ
は
卵
排
、
も
で
だ
ま
が
理
生
の
目
回
１

し
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つ
い
を
供
子
の
次
。
り
誤
は
説
俗
う
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と
」
い
な

の
い

●

の
コ
バ
タ
で
の
る
れ
入
に
口
も
で
ん
な

飲
誤
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分
十
に
ど
な

。
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●
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離

。
い
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れ
く
て
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に
う
よ
う
思
を

。
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よ

●

き
泣
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て
し
か
と
何
「
し
か
し
。
い
ら
つ
に
当
本
と
く
続
が

る
い

い
な
ぎ
す
暑
。
だ
の

、
か
い
な
て
し
足
不
が
歩
散
、
か

ど
な
、
か
い
な
て
ぎ
す
寝
く
早

て
し
試
ろ
い
ろ
い

な
も
て
み

、
は
き
と
い
な
ら
お

手
相
で
代
交
婦
夫

り
乗
か
と
何
て
し
を

。
う
ろ
切

●●

日
休

、
は
に

番
守
留
と
ん

、
て
し
を

間
時
由
自
も
に
妻

が
方
の
そ
。
う
お
ら
も
て
し
を

い
互
お

人
個
、
婦
夫
、

、

親

い
築
を

て

。
い
た
き
い

月
か
５

月
か
６

月
か
７

月
か
８

月
か
９10

月
か

11

月
か

12

月
か

月
か
４

る
握
を
ラ
ガ
ラ
ガ

う
笑
と
す
や
あ

17

ハ
イ
ハ
イ
の
時
期
に
は
、
十
分
ハ
イ
ハ
イ
で
き
る
よ
う
に
部

屋
の
家
具
を
片
づ
け
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
あ
げ
よ

う
。

父 親 の 雑 学
「乳幼児揺さぶられ症候群」

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで！　筋肉が未発達なため、脳が衝撃を受けやすく、脳に
損傷を負うことも。
赤ちゃんが泣き止まず、イライラしてしまう時でも、決して揺さぶらないで！

0 歳

付
日
の
際
実

安
目
の
達
発
の
供
子

得
心
の
親
父
・
夫

）
中
院
入
（

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

度
程
週
８
後
産
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年

き
続
手
の
険
保
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了
終
間
期
休
産
（

）
度
程
間
週
１
常
通
（
院
退

を
届
生
出

出
提

供
子

カ
レ
ン
ダ

る
け
向
を
顔
に
方
の
声

日

月

年

（0歳～）

、
ら
だ
ん
か
つ
を
領
要

響
影
な
き
大
も
に
係
関
子
父
の
ち
の
ち
の
、
が
け
か
き
ら
た
は
な
的
極
積
の
ら
か
頃
の
こ
。
戦
挑
に
浴
沐
、
ク
ル
ミ
、
え
替
つ
む
お

。
す
ぼ
よ
お
を

後
生

　

内
以
日
14

子供の発達には一喜一憂させ
られるもの。
しかし、発達には個人差があ
るので、平均より多少遅くて
も心配しないで「成長の速度
もこの子の個性だ」と受けと
め、他の子供と比較しない方
がいい。

●

に
い
れ
き
。
の
も
い
な
く
た

除
掃

し
を

え
迎
を
供
子
と
妻
て

●

日
の
院
退

い
添
き
付
に
時
院
退
「
。
い
し
忙
と
か
に
な
、
は

、
く
な
が

る
す
を
理
整
物
荷
や
算
精
の
費
院
入
で
人
一
分
自

。
う
よ
げ
あ

●

タ
マ
「
、
れ
崩
が
ス
ン
ラ
バ
の
ン
モ
ル
ホ
、
は
妻
の
後
産
出

。
う
よ
げ
あ
て
え
支
で
度
態
と
葉
言
る
せ

●

、
で
ま
る
戻
に
態
状
の
元
が
体
母

や
夫
は
事
家
、
に
う
よ
る
れ
と
が
養
休
な
分
十
は
で
ま
れ
そ

。
る
あ
も

●

ど
、
は
活
生
る
す
を
話
世
て
い
に

ス
レ
ト
ス

を

る
じ
感

け
だ
る
き
で
。
だ
の
も

家
や
児
育
て
し
宅
帰
く
早

。
う
ろ
の
に
談
相
て
い
聞
く
よ
を
話
の
妻
、
い
伝
手
を
事

●

活
生
性

る
す
娠
妊

性
能
可

こ
る
あ
が

。
く
な
れ
忘
お
を
と

月
か
０

月
か
１

月
か
２

月
か
３

月
か
４

）
る
め
じ
は
を
歩
散
（

る
い
て
寝
ど
ん
と
ほ

て
え
見
り
や
ん
ぼ
は
目

る
い

る
す
応
反
に
音
な
き
大

る
握
を
ラ
ガ
ラ
ガ

う
笑
と
す
や
あ

る
わ
す
が
首

16

法律上の結婚をせずに子供を生んだときは、母の戸籍に入れることになる。その後父親が
「認知届」を出すと、生まれたときにさかのぼって親子の関係が生じることになる。認知
は妊娠中からでもできる。認知された子供は、家庭裁判所に申し立てて、父親の戸籍に入
ることもできる。認知後に法律上の結婚をしたときも同様。

父 親 の 雑 学
「子供の認知」

査
検
等
常
異
謝
代
性
天
先（

新
生
児
聴
覚
検
査
）

問
訪
児
生
新（

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
）
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6 歳

す
る

る
か
分
が
右
左

歳
６

日

月

年

学
入
校
学
小

●お宮参り●
みや まい

●お食い初め●
く　　　　ぞ

●帯祝い●
おび  いわ

●内祝い●
うち  いわ

犬のお産が軽いのにあ
やかって、妊娠５か月
目の戌（イヌ）の日に
安産の神様にお参りし、
さらしの腹帯を巻いて
祝う。

生後100 日目に、一生
食べ物に困らないよう
にという願いを込め、
食べる真似をさせる。
ちょうど離乳食を始め
るころなので、特別な
お料理ではなく、おか
ゆなどでもよい。

お宮参りの頃までに、
出産のお祝いを頂いた
方に子供の名前でお礼
の品を贈る。

生後１か月頃、地元の
神社に氏子入りするあ
いさつとして伝えられ
ている。現在では日に
ちにはこだわらず、天
気のよい日を選んで、
健やかな成長を願って
お参りすることが多い。

気
の
供
子

。
て
え
考
く
よ
を
ち
持

●お七夜●
しち　や

生後７日目に、半紙な
どに子供の名前を書い
て床の間、神棚、ベビー
ベッドの近くなどに
飾って祝う。

子供の誕生や成長を祝う古くからのしきたりは次のようなものの
他、「初節句」「七五三」などがある。形式にこだわらず、自分たち
の流儀で祝うのもまた楽しい。

父 親 の 雑 学
「子供の祝いごと」

19

父 親 の 雑 学
「予防接種」

予防接種法に基づく定期接種（対象者は予防接種を受けるよう努力する）と対象者の希望
により行う任意接種がある。
区市町村から配られるパンフレットをよく読んで理解しておこう。気になることがあれば
かかりつけの医師や区市町村に相談を。
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。
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が
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と
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ら
か
る
え
言
も
と

●

の
供
子
で
店

の
も
い
し
楽
も
の
ぶ
選
れ
こ
れ
あ
を

お
か
と

、
か

、
で
の
も
な
近
身

作
手

●

き
て
し
立
確
が
界
世
の
分
自
、
ら
か
ろ
こ
た
ぎ
過
を
歳
２

、
て

い
た
り
や
で
分
自
も
で
ん
な

。
る
な
く
強
が
ち
持
気

い
な
ら
な
に
り
お
ど
い
思
が
れ
そ

、
く
め
わ
、
く
泣
、
と

、
は
頃

だ
ま
が
と
こ
う
い
と
り
た
め
ら
き
あ
り
た
し
慢
我。

い
し
難

く
よ
気
根
、
ら
が
な
し
重
尊
を
性
発
自
の
供
子

、

。
て
せ
さ
け
つ
に
身
を
慣
習

●

ご
こ
い
け
お

と

験
受
お
「
の
校
学
小
・
園
稚
幼
名
有
、
ら
か

め
た
の
」

の

室
教
児
幼

が
供
子
。
だ
り
か
ざ
花
が
業
産
育
教
、
で
ま

夢
が
方
の
親
。
る
い
て
れ
わ
い
と
る
な
に
ス
レ
ト
ス
な
き

気
の
供
子

。
て
え
考
く
よ
を
ち
持

！
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6 歳

す
る

る
か
分
が
右
左

歳
６

日

月

年

学
入
校
学
小

●お宮参り●
みや まい

●お食い初め●
く　　　　ぞ

●帯祝い●
おび  いわ

●内祝い●
うち  いわ

犬のお産が軽いのにあ
やかって、妊娠５か月
目の戌（イヌ）の日に
安産の神様にお参りし、
さらしの腹帯を巻いて
祝う。

生後100 日目に、一生
食べ物に困らないよう
にという願いを込め、
食べる真似をさせる。
ちょうど離乳食を始め
るころなので、特別な
お料理ではなく、おか
ゆなどでもよい。

お宮参りの頃までに、
出産のお祝いを頂いた
方に子供の名前でお礼
の品を贈る。

生後１か月頃、地元の
神社に氏子入りするあ
いさつとして伝えられ
ている。現在では日に
ちにはこだわらず、天
気のよい日を選んで、
健やかな成長を願って
お参りすることが多い。

気
の
供
子

。
て
え
考
く
よ
を
ち
持

●お七夜●
しち　や

生後７日目に、半紙な
どに子供の名前を書い
て床の間、神棚、ベビー
ベッドの近くなどに
飾って祝う。

子供の誕生や成長を祝う古くからのしきたりは次のようなものの
他、「初節句」「七五三」などがある。形式にこだわらず、自分たち
の流儀で祝うのもまた楽しい。

父 親 の 雑 学
「子供の祝いごと」

19

父 親 の 雑 学
「予防接種」

予防接種法に基づく定期接種（対象者は予防接種を受けるよう努力する）と対象者の希望
により行う任意接種がある。
区市町村から配られるパンフレットをよく読んで理解しておこう。気になることがあれば
かかりつけの医師や区市町村に相談を。




